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135 書評と紹介

第
一
一
章

本
書
は
著
者
の
二

0
0
四
年
か
ら
―

1
0
一
四
年
に
至
る
中
世
後
期
上

野
国
を
舞
台
と
す
る
論
考
を
纏
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
構
成
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

序
章
本
書
の
課
題

第
一
部
国
境
河
川
地
域
の
政
治
と
文
化

第
一
章
新
田
荘
の
国
境
河
川
地
域

第
二
章
新
田
領
の
形
成
と
渡
良
瀬
川

第
三
章
戦
国
期
渡
良
瀬
川
の
洪
水
と
水
運

第
四
章
中
世
仏
教
の
地
域
的
展
開
と
利
根
川

補
論
中
近
枇
に
お
け
る
渡
河
点
寺
院
の
一
事
例

第
一
一
部
関
東
の
地
域
構
造
と
利
根
川

第
一
章
中
机
上
野
の
地
域
構
進
と
利
根
川
|
'
東
上
野
と
西
上
野

戦
国
大
名
の
国
境
政
策
と
利
根
川

簗
瀬
大
輔
著

『
関
東
平
野
の
中
世
』

書
評
と
紹
介

則

竹

雄

第
三
章
戦
国
期
関
東
の
地
域
認
識
と
利
根
川

第
四
章
慨
橋
城
と
利
根
川

第
一
―
一
部
林
産
資
源
の
利
用
と
地
域
社
会
の
成
立

第
一
章
中
世
村
落
に
お
け
る
平
地
林
の
機
能
と
景
観

第
一
一
章
戦
国
期
桐
生
領
の
林
産
資
源
と
生
業

第
：
＿
章
中
世
の
屋
敷
林
と
境
内
林

終
章
中
冊
地
域
史
研
究
と
現
代
社
会

本
書
の
課
題
の
一
っ
は
、
「
関
東
を
代
表
す
る
河
川
で
あ
る
利
根
川

の
も
つ
隔
絶
性
と
融
通
性
の
双
方
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
関
東
及
び

上
野
国
の
地
域
区
分
を
再
構
成
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
関
東
中
世
の
地

域
区
分
論
な
い
し
は
地
域
構
造
論
と
し
て
有
名
な
の
は
、
峰
岸
純
夫
氏

の
「

A
.
B
地
域
論
」
が
あ
る
。
十
五
世
紀
の
政
治
的
構
造
を
説
明
す

る
学
説
と
し
て
提
起
さ
れ
、
関
東
の
政
治
的
構
造
は
、
上
杉
氏
守
護
領

国
と
な
っ
た
上
野
・
武
蔵
・
柑
模
・
伊
豆

(
B
地
域
）
と
鎌
倉
幕
府
以

来
の
仏
統
的
豪
族
層
の
小

111
・
宇
都
宮
・
佐
竹
・
小
田
・
千
葉
な
ど
が

盤
据
す
る
下
野
・
常
陸
・
下
総

(
A
地
域
）
に
二
分
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の

A
.
B
地
域
論
に
つ
い
て
、
な
ぜ

A
.
B

地
域
の
境
界
か
利
根
川
に
な
る
の
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
し

た
。
そ
し
て
齋
藤
慎
一
氏
の
「
地
域
を
隔
離
す
る
障
壁
と
し
て
の
」
自

然
条
件
を
も
つ
利
根
川
に
設
定
さ
れ
た
渡
河
点
の
交
通
路
と
し
て
の
機

能
を
解
明
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
）
こ
の
上
で
「
渡
河
点
周
辺
を
領
域

的
に
捉
え
る
視
角
」
が
必
要
と
し
、
「
河
川
の
隔
絶
性
と
融
通
性
の
双
方
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に
関
心
を
も
ち
な
が
ら
、
国
境
河
川
の
渡
河
機
能
を
め
ぐ
る
領
域
支
配

の
問
題
と
し
て
論
議
し
直
す
」
こ
と
を
提
起
す
る
。

第
一
部
第
一
章
で
は
、
『
松
陰
私
語
』
を
史
料
と
し
て
、
上
野
国
新
田

荘
で
上
武
国
境
を
形
成
す
る
利
根
川
で
の
渡
河
点
の
確
定
を
行
う
。
そ

し
て
、
こ
の
地
域
で
の
利
根
川
が
網
状
流
路
を
星
す
る
条
件
の
下
で
、

複
数
の
渡
河
点
が
群
的
な
し
は
面
的
に
広
が
っ
て
存
在
す
る
特
徴
を
指

摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
領
域
を
「
渡
河
域
」
と
呼
ぶ
と
共
に
、
更
に
こ

の
よ
う
な
地
理
的
要
素
と
空
間
構
造
を
も
つ
歴
史
的
地
域
を
「
国
境
河

川
地
域
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
起
す
る
。
具
体
的
に
は
中
瀬
（
小
角
）
•
平

塚
渡
、
堀
ロ
・
間
々
田
渡
、
占
戸
・
長
井
渡
を
確
定
し
、
足
利
成
氏
軍

が
布
陣
し
た
「
河
原
」
地
名
に
注

H
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
渡
の
後
背
地

で
あ
る
大
舘
河
原
・
手
十
河
原
、
郷
八
幡
河
原
、
佐
貰
荘
岡
山
原
と
セ

ッ
ト
で
あ
る
と
し
て
、
「
世
良
田
固
辺
渡
河
域
」
「
堀

D
．
間
々
田
渡
河

域
」
「
古
戸
•
長
井
渡
河
域
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
一
部
第
一
ぷ
早
で
は
、
横
瀬
氏
の
権
力
基
盤
と
新
田
領
形
成
の
関
係

を
国
境
河
川
地
域
の
掌
据
と
の
関
係
か
ら
解
明
し
て
い
る
。
十
五
恨
紀

新
田
荘
領
主
岩
松
氏
の
権
力
基
盤
に
は
利
根
川
対
岸
の
武
蔵
国
側
を
拠

点
と
す
る
横
瀬
氏
や
猪
俣
党
武
士
団
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
横
瀬
氏
は
主

家
岩
松
氏
に
代
わ
り
新
田
領
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
、
な
ぜ
横
瀬
氏

が
台
頭
で
き
た
の
か
が
間
題
と
な
る
。
も
と
も
と
利
根
川
南
岸
の
横
漸

郷
を
本
貰
地
と
す
る
横
瀬
氏
の
展
開
に
は
、
上
武
国
境
で
あ
る
横
瀬
渡

の
渡
河
点
機
能
を
掌
握
し
た
こ
と
に
起
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
主
家
岩
松

氏
に
頓
る
こ
と
な
く
、
渡
良
瀬
川
東
岸
の
山
田
郡
南
部
地
域
を
譲
渡
や

買
得
で
独
自
の
拠
点
と
し
て
確
保
し
た
。
こ
の
よ
う
に
利
根
川
と
渡
良

瀬
川
の
両
国
境
河
川
地
域
を
掌
握
し
た
こ
と
が
、
十
六
世
紀
の
横
瀬
氏

台
頭
と
新
田
領
形
成
の
要
因
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
一
部
第
：
＾
．
章
で
は
、
山
田
郡
南
部
の
み
な
ら
ず
両
毛
国
境
を
形
成

す
る
渡
良
瀬
JI
と
そ
の
流
域
地
域
で
あ
る
両
毛
国
境
河
川
地
域
に
注
目

し
て
、
横
瀬
氏
が
「
足
利
・
餡
林
長
尾
氏
と
協
調
し
て
渡
良
瀬
川
の
流

域
機
能
を
独
自
に
掌
握
し
し
、
伝
統
的
豪
族
層
と
し
て
の
岩
松
氏
を
押

さ
え
て
両
じ
国
境
地
域
に
固
有
の
領
域
支
配
を
展
開
し
た
」
と
す
る
。

こ
れ
は
「
B
地
域
的
領
主
が

A
地
域
内
に
固
有
な
足
場
を
設
け
、
つ
い

に
伝
統
的
豪
族
層
の
一
角
を
崩
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
指

摘
す
る

3

こ
の
よ
う
な
地
域
統
合
の
特
異
性
を
も
つ

A
.
B
両
地
域
の

結
節
す
る
境
界
地
域
と
し
て
の
両
毛
国
境
河
川
地
域
を

A
.
B
地
域
の

中
間
地
域
と
し
て
の

C
地
域
と
す
る
。

第
一
一
部
で
は
、
中
枇
関
東
の
地
域
区
分
論
と
上
野
国
の
位
置
へ
の
提

起
で
あ
る
。

第
一
一
部
第
一
章
で
は
、
十
五
世
紀
に
は
利
根
川
を
境
界
と
し
て
上
野

囚
を
「
束
卜
野
」
「
唐
じ
野
」
に
区
分
す
る
地
域
概
念
が
存
在
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
地
域
概
念
の
成
立
の
基
底
的
理
由
と
し
て

利
根
川
西
遷
と
政
治
的
求
心
力
の
移
動
が
あ
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、

応
水
：

f-十二
年
の
洪
水
を
契
機
に
利
根
川
は
現
広
瀬
川
流
路
か
ら
現
在

の
流
路
に
移
動
し
て
、
じ
野
国
最
大
の
低
地
で
あ
る
広
瀬
川
低
地
帯
の
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東
西
交
通
機
能
を
安
定
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
関

東
に
お
け
る
中
心
的
政
治
勢
力
（
鎌
倉
公
方
と
関
束
管
領
）
の
拠
点
が

十
五
世
紀
後
半
に
は
鎌
倉
か
ら
関
東
北
部
の
ド
総
国
古
河
、
武
蔵
国
五

十
子
に
移
動
し
た
と
い
う
歴
史
的
条
件
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
単
に

t
野
国
を
東
西
区
分
す
る
の
み
な
ら
ず
関
東
を
東
西
に
区
分

す
る
観
念
そ
の
も
の
と
な
っ
た
と
す
る
。

第
二
部
第
二
章
で
は
、
佐
波
郡
沼
之
卜
村
（
玉
村
町
御
料
）
の
「
石

倉
文
書
」
六
通
を
素
材
と
し
て
戦
国
末
期
の
上
武
国
境
地
域
の
政
治
と

自
然
環
境
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。
天
正
七
年
を
境
に
北
条
・
武
田
領

匡
の
境
界
が
現
在
に
利
根
川
か
ら
広
瀬
川
に
東
遷
し
た
こ
と
に
よ
り
、

那
波
郡
域
の
武
田
氏
に
よ
る
領
域
支
配
の
再
編
が
行
わ
れ
る
。
沼
之
上

と
柴
の
利
根
川
渡
河
点
に
勢
力
を
持
つ
石
倉
氏
は
、
富
士
信
仰
の
先

逹
、
商
人
的
な
武
士
と
し
て
地
域
的
な
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
職
能
を

か
わ
れ
、
武
田
氏
の
東
上
野
侵
攻
の
過
程
で
武
田
被
官
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
と
し
て
い
る
。

第
二
部
第
三
章
で
は
、
十
五
世
紀
に
で
き
た
関
東
の
東
西
区
分
観
念

の
卜
六
但
紀
に
お
け
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
c

十
六
世
紀
に
は
「
関

東
平
野
を
俯
鰍
的
に
区
分
す
る
観
念
へ
と
拡
大
•
発
展
」
し
、
「
河
東
」

と
い
う
用
語
が
、
東
関
東
が
公
方
の
御
座
所
や
関
東
八
屋
形
の
本
貰
地

と
す
る
特
殊
な
価
値
観
を
も
っ
て
い
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
北
条
氏
の

北
進
に
際
し
て
の
「
越
河
」
、
越
後
上
杉
氏
の
南
進
に
際
し
て
の
「
越

山
」
と
い
う
用
語
に
注
目
し
て
、
双
方
の
狭
間
に
位
置
し
た
の
が
両
毛

河
川
国
境
地
域
で
あ
り
、
関
東
で
の
東
西
南
北
境
界
地
域
と
し
て
両
毛

地
域
の
固
有
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。

第
二
部
第
四
章
で
は
、
地
域
区
分
論
を
前
提
と
し
て
上
野
国
中
央
部

に
築
か
れ
た
厩
橋
城
の
戦
国
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
利
根
川
と
い

う
自
然
条
件
と
の
関
係
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
厩
橋
城
は
大
永
年

間
に
関
東
管
領
上
杉
憲
寛
と
惣
社
長
尾
顕
景
と
の
抗
争
を
背
景
に
、
長

野
賢
忠
が
利
根
川
西
岸
の
惣
社
城
を
攻
撃
す
る
た
め
に
対
岸
に
要
害
を

築
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
長
野
一
族
は
東
上
野
へ
の
勢
力
拡
大
を
強

く
志
向
し
、
厩
橋
城
は
東
方
へ
の
軍
事
展
開
の
拠
点
と
機
能
し
、
十
六

世
紀
の
第
四
四
半
期
か
ら
の
上
杉
・
武
田
・
北
条
三
氏
の
抗
争
期
に
軍

事
的
・
政
治
的
存
在
意
義
が
一
層
高
ま
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
織
田
期

に
お
い
て
は
滝
川
一
益
が
人
城
し
「
東
国
御
一
統
」
政
策
の
実
現
の
た

め
に
、
利
根
川
を
越
え
東
関
東
を
見
据
え
た
厩
橋
城
の
象
徴
的
意
味
を

主
張
す
る
。

第
一
一
一
部
で
は
、
関
東
平
野
に
広
く
展
開
す
る
洪
積
台
地
の
景
観
を
復

元
す
る
こ
れ
が
一
一
番
目
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
時
、
洪
積
台
地
状
に
人

工
的
に
造
成
さ
れ
た
林
で
あ
る
平
地
林
11

「
山
」
の
存
在
形
態
と
機
能

に
注
目
す
る
。

第
三
部
第
一
章
で
は
、
山
地
の
林
に
対
し
て
平
地
に
存
在
す
る
平
地

林
は
、
①
領
主
占
有
の
雑
木
林
（
立
林
）
‘
②
地
侍
が
所
有
の
「
自
分
之

林
」
、
③
郷
村
の
共
同
利
用
地
の
入
会
林
野
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
燃
料
・
肥
料
・
材
木
確
保
用
に
維
持
管
理
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さ
れ
た
人
工
林
と
の
共
通
点
を
も
つ
。
こ
れ
を
戦
国
大
名
北
条
氏
は
検

地
に
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
領
域
で
な
い
集
洛
内
の
、

地
侍
の
屋
敷
林
や
寺
社
の
境
内
林
に
注
目
し
て
木
材
供
給
地
と
し
て
の

平
地
林
に
含
め
て
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

第一―
1

部
第
二
章
で
は
、

t
野
国
桐
生
地
域
の
林
産
資
源
の
利
用
状
況

と
地
域
生
業
を
明
ら
か
に
す
る
。
戦
国
期
の
桐
生
地
域
は
古
河
公
方
御

料
所
、
公
方
奉
公
衆
桐
生
佐
野
氏
、
新
田
金
山
城
主
由
良
氏
と
支
配
者

を
替
え
る
。
桐
生
地
域
は
木
材
、
製
材
、
小
竹
、
松
苗
、
薪
、
炭
な
ど

の
産
地
で
あ
り
、
主
に
城
郭
の
普
請
用
材
、
兵
僻
生
産
用
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
桐
生
川
流
域
山
村
の
「
村
単
位
で
領
主
に
奉
仕

す
る
場
合
」
と
仁
田
山
衆
や
小
倉
衆
な
ど
「
職
能
集
団
と
し
て
把
握
」

の
二
形
態
が
存
在
す
る
と
い
う
。
戦
国
時
代
の
木
材
・
燃
料
供
給
が
慢

性
的
不
足
の
状
態
に
あ
る
と
し
、
林
飴
資
源
の
乏
し
い
平
野
部
の
領
主

由
良
氏
に
と
っ
て
「
豊
か
な
山
林
を
抱
え
る
桐
生
領
を
併
合
し
た
こ
と

は
、
林
業
に
関
す
る
物
的
・
人
的
資
源
の
動
貝
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、

結
果
的
に
極
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
」
と
す
る
(
)

第
三
部
第
三
章
で
は
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
屋
敷
林
（
屈
住
の

た
め
の
樹
林
）
と
境
内
林
（
信
仰
の
た
め
の
樹
林
）
の
性
格
と
機
能
を

明
ら
か
に
す
る
。
両
林
の
共
通
な
役
割
に
つ
い
て
、
＿
~
建
造
物
を
囲
む

囲
饒
性
、
②
計
画
的
に
維
持
・
管
理
さ
れ
る
人
じ
林
、

3
住
人
の
家
の

永
続
、
仏
神
の
荘
厳
の
永
続
を
示
す
象
徴
性
、
「
4
自
家
用
・
公
共
用
の

材
木
資
源
供
給
地
と
し
て
の
資
源
性
を
指
摘
し
、
特
に
③
・
↓
に
注

H

し
て
い
る
。
両
林
の
資
源
性
は
自
家
用
か
ら
地
域
の
公
的
府
源
に
転
嫁

す
る
が
、
こ
れ
を
実
現
し
た
の
は
、
両
林
を
資
源
供
給
地
と
し
て
指

定
・
保
護
し
、
一
方
で
解
放
を
促
し
領
内
に
分
配
す
る
こ
と
を
展
開
し

た
戦
国
期
地
域
権
力
の
登
場
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
資
源
の
再

分
配
機
能
を
果
た
す
権
力
と
し
て
公
共
性
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ

る。
一
九
八

0
年
代
ま
で
の
関
束
中
世
史
研
究
は
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の

研
究
が
牽
引
し
て
来
た
が
、
そ
の
後
、
戦
国
大
名
論
の
相
対
化
と
共
に

北
条
氏
の
研
究
は
低
調
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
い

わ
ゆ
る

A
地
域
を
卜
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
関
東
中
世
の
研
究
が
進
展

す
る
。
研
究
を
推
進
し
た
の
は
、
ド
野
で
は
荒
川
善
夫
・
江
田
郁
夫
氏

ら
で
、
上
野
で
は
久
保
田
順
一
氏
そ
し
て
本
著
者
簗
瀬
大
輔
氏
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。
関
東
中
世
史
が
特
に
戦
国
期
に
あ
っ
て
北
条
氏
領
国
発

展
史
観
が
相
対
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
外
か
ら
の
新

興
勢
力
で
あ
る
北
条
氏
が
関
束
の
伝
統
的
な
旧
勢
力
を
駆
逐
・
吸
収
し

な
が
ら
関
東
の
戦
国
時
代
像
を
形
成
し
て
苔
た
。
し
か
し
、
関
東
の
内

発
的
な
中
世
史
像
が
、
―

1
0
0
0
年
代
に
入
り
多
く
の
成
果
が
著
書
と

し
て
纏
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
庫
要
で
あ
ろ
う
。

い
く
つ
か
の
疑
間
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

第
一
部
で
は
、
大
河
川
の
も
つ
二
面
性
の
中
で
融
通
性
を
中
心
と
し

て
渡
河
点
（
渡
河
域
）
の
意
味
を
強
調
す
る
(
)
上
野
同
新
田
荘
の
利
根

川
卜
武
国
境
地
域
や
山
田
郡
南
部
の
渡
良
瀬
川
両
毛
同
境
河
川
地
域
を
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具
体
的
な
素
材
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
視
点
は
さ
ら
に
利
根
川
下
流
部

の
地
域
性
を
分
析
す
る
視
角
と
な
る
。
筆
者
の
関
心
か
ら
見
れ
ば
、
武

蔵
・
下
総
国
境
地
域
で
は
利
根
川
の
み
な
ら
ず
古
隅
田
川
、
江
戸
川

（
太
日
河
）
な
ど
の
乱
流
地
帯
が
展
開
す
る
下
流
域
を
含
め
て
、
渡
河
域

の
視
点
は
改
め
て
地
域
構
造
を
再
考
す
る
必
要
を
ホ
唆
す
る
。
利
根
川

F
流
域
を
見
る
時
、
江
戸
城
と
平
川
渡
河
点
、
石
浜
城
と
隅
田
川
渡
河

点
、
悠
西
城
と
中
川
渡
河
点
な
ど
十
五
世
紀
に
登
場
す
る
城
郭
が
渡
河

点
を
含
む
形
で
渡
河
域
を
形
成
す
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

国
境
河
川
の
も
つ
渡
河
機
能
・
水
利
機
能
・
水
運
機
能
を
領
域
支
配

の
要
と
す
る
「
川
の
領
主
」
概
念
を
設
定
し
て
い
る
。
自
然
環
境
と
歴

史
的
展
開
を
関
係
を
重
視
す
る
著
者
な
ら
で
わ
の
概
念
設
定
で
、
こ
れ

を
普
遍
化
し
て
、
エ
山
の
領
主
」
「
海
の
領
主
」
と
広
げ
る
こ
と
で
、
地

域
性
を
反
映
す
る
領
主
支
配
の
展
開
を
見
通
す
こ
と
に
繋
が
る
。
し
か

し
、
「
川
の
領
主
」
と
は
「
決
し
て
『
「
川
を
主
た
る
生
業
の
場
と
す
る

職
人
的
武
士
団
』
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
特
化
し
て
用
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
お
そ
ら
く
領
主
そ
の
も
の
特
殊
性
で
は
な
く
、
領
主
が
自
然
環
境

に
規
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
掌
据
す
る
か
に
よ
っ
て
、
領
‘L
の

特
異
性
が
発
揮
さ
れ
る
と
の
意
味
と
し
て
理
解
で
き
る
。
「
川
の
領

t
」

の
存
在
は
十
分
に
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
仮
説
的
で
あ
り
、
川

を
起
点
と
す
る
諸
機
能
が
地
域
領
主
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
掌
握
・
統

合
さ
れ
る
の
か
は
十
分
な
論
証
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
渡
河
点
な
い
し
は
「
渡
河
域
」
を
基
点
と
す
る
領
域
支
配
の
展
開

が
、
戦
国
期
の
「
領
」
支
配
へ
と
繋
が
る
と
の
横
瀬
氏
の
事
例
に
比
し

て
、
他
機
能
と
領
域
支
配
の
あ
り
方
の
展
開
乃
至
関
係
は
解
明
は
不
十

分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
足
利
領
簗
田
地
域
を
出
身
と
す
る
「
川
の
領

主
」
簗
田
・
野
田
・
舞
木
・
茂
呂
氏
な
ど
が
水
運
と
の
関
わ
り
で
ど
の

よ
う
な
領
域
支
配
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
河
川
に
対
し

て
垂
直
に
機
能
す
る
渡
河
機
能
と
は
相
違
す
る
河
川
を
平
行
に
機
能
す

る
い
わ
ば
水
連
機
能
と
の
掌
握
に
基
づ
く
領
域
支
配
に
は
差
異
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
総
合
的
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
河
川
領
域
に
生
き
る
人
々
の
生
業
の
具
体
相
の
解
明
と
領
主
の

機
能
把
据
と
の
関
係
理
解
の
深
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
息
う
の
で

あ
る
。第

二
部
で
は
、
利
根
川
の
も
つ
隔
絶
性
に
注
目
し
て
「
東
上
野
」
「
酉

上
野
」
と
い
う
地
域
観
念
の
登
場
と
さ
ら
に
東
西
関
東
の
地
域
区
分
論

ま
で
敷
術
化
す
る
。

問
題
は
第
一
部
と
利
根
川
の
交
流
性
と
第
二
部
の
隔
絶
性
の
関
係
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
国
境
河
川
の
両

義
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
そ
れ
は
ば
ら
ば
ら
の
論
理
構
成
を
採

り
、
統
一
的
な
理
解
が
不
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
部

が
、
渡
河
点
乃
至
は
「
渡
河
域
」
と
い
う
相
対
的
に
小
さ
な
領
域
を
事

例
と
し
て
い
る
に
対
し
て
、
第
二
部
で
は
上
野
国
全
体
さ
ら
に
関
東
全

休
の
利
根
川
を
境
界
と
す
る
東
西
地
域
区
分
を
串
例
と
す
る
と
い
う
地
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域
の
次
元
相
違
と
も
関
係
し
よ
う
か
。

ま
た
、
新
田
荘
の
国
境
河
川
地
域
の
特
質
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
横
瀬

氏
の
内
発
的
発
展
と
し
て
戦
国
期
の
新
田
領
の
形
成
を
捉
え
た
こ
と
は

重
要
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
「
領
」
文

配
形
成
の
あ
り
方
が
敷
術
化
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
間
題
が
残
る
。

横
瀬
氏
の
本
拠
の
特
異
性
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
横
瀬
氏
が
主
家
岩
松

氏
に
と
っ
て
か
わ
り
、
戦
匡
的
「
領
」
を
形
成
で
き
た
の
は
特
殊
事
例

と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
卜
野
国
戦
国
期
の

領
形
成
に
つ
い
て
の
一
端
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
当
該
期
の
史
料
に

「
領
」
地
名
が
登
場
す
る
事
例
を
分
析
し
て
、
各
「
領
」
に
使
用
事
例
が

永
禄
年
間
の
長
尾
景
虎
の
越
山
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
十
分
な
論
証
は
で
き
て
い
な
い
が
、
景
虎
越
山
に
よ
る
関
東
で
の

味
方
国
衆
の
領
域
認
定
と
の
関
係
を
提
起
し
た
。
勿
論
、
認
定
の
前
提

と
し
て
内
発
的
な
領
主
に
よ
る
領
域
支
配
の
展
開
が
存
在
し
た
は
ず
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
領
」
と
一
律
に
呼
称
さ
れ
る
に
は
上
か
ら
の
認
定

が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
戦
国
期
の
「
領
」
形
成
は
、

自
然
環
境
に
規
定
さ
れ
た
個
々
の
内
発
的
な
領
域
支
配
の
展
開
と
景
虎

越
山
と
い
う
関
東
を
覆
う
歴
史
的
条
件
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

関
東
中
世
の
生
活
景
観
を
見
る
と
き
に
、
集
落
域
に
展
開
す
る
平
地

林
（
屋
敷
林
、
境
内
林
）
の
機
能
論
へ
の
注

H
は
新
し
い
視
点
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
村
落
景
観
論
一
般
へ
と
展
開
で
き
る
か
は
間

(
1
)

峰
料
純
夫
「
上
州
一
揆
と
上
杉
氏
領
国
体
制
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
-

八
四
、
一
九
六
四
年
）
、
「
東
国
に
お
け
る
卜
五
枇
紀
後
半
の
内
乱
の
心
義
」

（『地
Jj
史
研
究
』
六
六
、
一
九
六
三
年
の
ち
両
論
文
と
も
『
中
枇
の
東
lkj

ー
地
域
と
権
カ
ー
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
所
収
）
。

「
中
枇
束
国
に
お
け
る
河
川
水
贔
と
渡
河
」
（
『
東
成
都
江

2
 

〔注〕

齋
藤
恨

題
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
関
東
で
の
景
観
を
復
元
す
る
た
め
に

は
、
在
家
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
簗
瀬
氏
が
百
姓
屋
敷

と
し
て
想
定
各
れ
て
い
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

t
分
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。
以
前
筆
者
は
、
一
六
世
紀
の
戦
国
期
貫
紐

制
の
成
立
の
前
提
に
は
、
一
五
世
紀
ま
で
の
在
家
役
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
直
接
的
に
は
年
貢
公
事
収
取
の
問
題
で
は
あ
る

が
、
中
軋
束
国
の
収
取
構
造
の
変
化
の
背
景
と
し
て
、
郷
請
に
よ
る
貰

高
制
的
収
取
の
成
立
の
前
提
に
は
、
在
家
的
村
落
景
観
か
ら
か
ら
郷
村

的
村
落
景
観
へ
の
変
化
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
世
集
落

遺
跡
の
画
期
が
一
れ
枇
紀
後
半
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
空
間
構
成
の

間
題
と
し
て
は
、
屋
敷
林
一
般
で
は
な
く
在
家
と
平
地
林
と
の
関
係
の

考
察
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
評
者
の
関
心
か
ら
一
部
の
論
点
に
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

し
ま
い
、
ま
た
、
誤
読
や
誤
解
の
点
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
著

者
や
読
者
の
ご
海
容
を
願
う
次
第
で
す
。



141 書評と紹介

｝
い
束
京
博
物
館
研
究
報
告
』
四
、
一
九
九
九
年
）
、
「
鎌
倉
街
道
上
道
と
北

関
東
」
（
『
中
世
束
国
の
枇
界
ー
』
高
志
書
院
、
―

1
0
0
三
年
）
。

(
3
)

久
保
田
順
一
『
宰
町
・
戦
国
期
上
野
の
地
域
社
会
』
（
岩
田
書
院
、
一
＾

0
0
六
年
）
『
中
世
前
期
上
野
の
地
域
社
会
』
（
岩
田
書
院
、
二

0
0
九
年
）
、

荒
川
善
夫
『
戦
国
期
北
関
東
の
地
域
権
力
』
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）
、

『
戦
国
期
束
国
の
権
力
構
造
』
（
岩

EB書
院
、
―

1
0
0
1
―
年
）
、
『
戦
国
期
東

日
の
権
力
と
社
会
』
（
岩
田
書
院
、
―

1
0
1
―
一
年
）
、
松
本
一
夫
『
東
固
守

護
の
歴
史
的
特
質
』
（
岩
田
書
院
、

1
-
0
0
一
年
）
、
『
下
野
中
世
史
の
枇
界
』

（
岩
田
書
院
、
二

0
;
0
年
）
、
江
田
郁
夫
『
室
町
幕
府
東
国
支
配
の
研
究
』

五
撃
心
書
院
、
二

0
0
八
年
）
『
中
世
東
国
の
街
道
と
武
士
団
』
（
岩
田
書
院
、

:
1
0
1
0
年
）
、
『
戦
国
大
名
宇
都
宮
氏
と
家
中
』
（
岩
田
書
院
‘
―

1
0
一
四

年
）
、
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
集
と
し
て
桐
生
文
化
史
談
会
編
『
桐
生

佐
野
氏
と
戦
国
社
会
』
（
岩
田
書
院
、

1
-
0
0
七
年
）
、
栃
木
県
立
文
書
館

編
『
戦
国
期
下
野
の
地
域
権
力
』
（
岩
田
書
院
、
―

1
0
1
O
年
）
江
田
郁
夫
・

簗
瀬
大
輔
編
『
北
関
東
の
戦
日
時
代
』
（
高
志
書
院
、
二

0
1
―
―
一
年
）
な
ど

か
あ
り
、
両
毛
地
域
に
比
較
し
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
の
少
な
い
常
陸

は
、
佐
々
木
倫
朗
『
戦
国
期
権
力
佐
竹
氏
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇

―
一
年
）
、
高
橋
修
編
『
佐
竹
一
族
の
中
世
』
（
裔
志
書
院
、
二

0
一
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。

(
4
)

則
竹
「
『
領
』
と
戦
国
大
名
ー
上
野
日
か
ら
見
た
北
条
氏
ー
」
（
『
中
批

束
国
の
世
界
3
戦
国
大
名
北
条
氏
』
（
高
志
書
院
、
―

1
0
0
八
年
）
。

則
竹
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
五

5
 

高
志
書
院

=
1
0
二
九
年
一

0
月
刊
）

年
）
、
『
動
乱
の
東
国
史
6
古
河
公
方
と
伊
勢
宗
瑞
」
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0

1
0
年）

C


